
わんぱくキッズ育成施設整備事業の概要

平成 25年 8月 1日

男女共同 こども課

1.事業の目的

(1)現 状
震災後、子どもの体力の低下、肥満傾向の拡大が顕著に表れており、今後の子ど

もの健全育成について懸念が生じている。

原因は、震災後の仮設住宅における住環境の悪化等による生活や遊び方の変化、

学校生活における屋外活動の制限、家庭生活における外遊びへの抵抗などにより、

子どもが活発に運動する機会が減少 したことが主な要因であると考えられ、子ども

を安心 してのびのびと遊ばせる施設の整備が求められている。

(2)対応策
市内において、低下 した子どもの体力向上と肥満傾向の改善を図り、子育て家庭

が安心 して子どもを遊ばせることができる環境を確保することを目的として、子ど

もの遊びのための屋内施設を整備する。

(3)期待される効果
本事業において、震災前からの懸案であつた全天候型の子どもの遊び場を確保す

ることにより、子どもたちが震災前以上に体を動かすことの喜びや楽しみを実感 じ

外遊び等の活動が活発化することによつて、体力の向上や肥満傾向の改善に大きく

寄与するものである。

2.事業の概要

(1)事業期間
平成 25年 8月 ～平成 26年 3月 (供用開始 :平成 26年 3月下旬予定)

(2)事業内容

【事業のポイント (前回説明時からの変更点を含む)】

○  本施設は、子育て世代等の要望を踏まえ、子ども (小学生)の外遊びを促進す
ることが目的。現在検討中の屋内体育施設 (スポーツ施設)と は別施設
○  子どもの遊び場の構造形状について、高見公園との自由な行き来が可能な全天
候型の遊び場を提供するため、密閉型から開放型に変更

○  施設規模については変更ないものの、管理室、 トイレ等の付帯設備を設置しな
いことにより、遊びのスペースを最大限確保

○  施設管理人等を配置しないことにより、維持管理経費を大幅に縮小
○  本施設の利活用の促進策等については、26年度当初予算において措置



ア 設置場所
南相馬市原町区高見町二丁目 22-1地内
(現「原町ふれあい ドーム」解体後の敷地に設置 )

イ 施設仕様
● 利用対象者は主に小学生とし、雨天時においても十分に運動、遊びが可能な
小中学校体育館と同規模の広さ、安全性を確保する。
● 屋根等に膜素材等を採用して自然光を多く採り入れ、隣接する高見公園との
一体性を持つ相互に行き来できる解放された施設とする。
● 子どもたちが魅力を感 じる施設形状とするほか、活動量を増加させ、遊びを
創造できる遊具等を配置する。
● 遊具の整備に当たっては、子どもの体力向上策に関する専門家や市民等の意
見を踏まえながら選考ずる。
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解体工事費    4,515千 円
遊具整備費   32,760千 円 一→ 福島県安心こども基金 (2/3)
t事
務費      1,181千 円 ―→卜定住等緊急支援交付金 (10/10)

工 その他
施設の整備に当たっては、事業者の創造性、技術力、実績等を適正に審査し、
この事業に最も相応しい事業者を選定できるよう、公募型プロポーザル方式を採
用し、設計から施工までを一括業務委託する。

3.そ の他 (整備後の維持管理等 )

(1)利用時間等
● 原則、高見公園と同様の利用時間とするが、子どもの健全育成の観点から、
夏場は 19時、冬場は 17時に施設照明は消灯する。
● イベント等の利用の際は、イベントの時間に合わせる。
● 施設の利用料は、無料とする。

(2)維持管理
● 主な経費は照明代、清掃費等であるが、年間 10数万円と見込まれる。

(3)利用促進策
● 学校、地域、子育て団体 (NPO等 )との連携を強化し、学校行事等での利用
のほか、来年度当初予算に向けて市のソフト事業 (プレーリーダーの育成、各
種遊びイベントの企画等)を構築する。
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面  日 (晨  災  後 )
Sこ 1 500

わんぱくキッズ青威施段内部イメージ
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わんぱくキッズ育成施設 (イメージ図)

【外観図】

【内観園】
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